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は　じ　め　に

　豊かな自然が織りなす四季の風景と恵みの産物、様々な分野で名をはせた

多くの偉人、世界に躍進する製鉄産業、神代から綿々と語り継がれている伝

説や史実など、安来市はこのように数多くの「ひと・もの・こと」にあふれ

ています。これらのすばらしい題材を通して学んでいく「ふるさと学習」を『安

来学』と名付けました。そして、安来に生まれ育ち、また縁あってこの街で

暮らし学ぶ機会をもったすべての子ども達が、ふるさとを知り、学び、考え

ることによって、安来を愛し、郷土の発展に寄与できる人に育ってくれるこ

とを願って「安来ふるさと読本」を作成しました。この本は、すばらしい故

郷への興味を高め、理解を深めていく手がかりとなるように構成しています。

　この学習活動を通して、学び方やものの考え方を身につける探求活動に主

体的・創造的に取り組む態度や地域社会の一員としての自覚を深め、よりよ

い安来を築こうとする実践力を培っていくことをめざしています。

　未来を担うこどもたちが健やかに育ち、学習を深め、高く、広く羽ばたい

ていくことは、今後少子化をむかえる日本にとって、重要なこととなるでしょ

う。かけがえのない大切な子どもたち一人一人が、この『安来学』によって、

ふるさとを知り、ふるさとを愛し、ふるさとを誇りに思うようになり、そし

てこのふるさとで学び育てた力を将来存分に発揮してくれることを切に願っ

ています。

　小学校１年生から３年生までは、「
やす ぎ 

安来を
 し 

知る」をめあてとして、
 じ どう

児童の

みなさんが
 ほ  ご しゃ

保護者 の
かた

方や先生といっしょに学校の外へ出かけ、おもしろい
しょくぶつ

植物や
どうぶつ

動物に出あったり、
れき し 

歴史のある
 ば しょ

場所へ行ったりすることができるよう

に本がつくられています。
やす ぎ  し 

安来市 にある17の小学校
 く 

区がすべてのっていま

す。ほかの校
 く 

区と
くら

比べたり、ちがいを
 し 

知ったりすることで、それぞれのよさ

を
かん

感じてほしいと思います。それぞれのページには
 ち ず  

地図があり、
しゃしん

写真ととも

にその
せつめい

説明があります。
 ほ  ご しゃ

保護者の
かた

方や先生といっしょに
 よ 

読んでみてください。

  じ どう

児童のみなさんへ

安
来
ふ
る
さ
と
読
本
　
　
小
学
校
低
学
年
用

島
根
県
安
来
市
教
育
委
員
会
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わたしたちのまち やすぎ

大
おお

きな工
こう

場
じょう

も

あるよ。

おうちがたくさん

えるなぁ。

これから　やすぎ

のまちを　たんけ

んしてみようか！

4 5

もっとくわしい

ことを　わたしが

おしえてあげるよ。

　やすぎのまちには、ゆたかなしぜんやれきしにはぐくまれた人
ひとびと

々のく

らしがあります。

おうちがたくさんおうちがたくさん

エッサ先生
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わくわくさんぽ　やすぎの地
ち

形
けい

　やすぎの奥
おく

地
ち

には、山
やまやま

々が広
ひろ

がっています。そこを源
みなもと

に飯
いいなし

梨川
がわ

、伯
はく

太
た

川
がわ

が安
やす

来
ぎ

平
へい

野
や

を流
なが

れ、中
なかうみ

海に注
そそ

いでいます。 中
なか

　海
うみ

京
きょう

羅
ら

木
ぎ

山
さん

天
てん

狗
ぐ

山
やま

三
さんぐん

郡山
さん

布
ふ べ

部ダム

山
やま

佐
さ

ダム

玉
たまみね

峰山
さん

飯い
い
な
し梨

川が
わ 伯は

く

太た

川が
わ

安
やす

来
ぎ

市
し

のことを教えよう
安
やす

来
ぎ

市
し

は東
とうざい

西23km、南
なんぼく

北27km、広
ひろ

さ約
やく

421k㎡。

安
やす

来
ぎ

平
へい

野
や

は飯
いいなし

梨川
がわ

、伯
はく

太
た

川
がわ

の沖
ちゅう

積
せき

作
さ

用
よう

によっ

て形
けいせい

成された。山
さんりん

林は全
ぜんたい

体の70％を占
し

める。

島
しま

根
ね

県
けん

安
やす

来
ぎ

市
し

やすぎは島
しま

根
ね

県
けん

の

一
いちばん

番東
ひがし

にある町
まち

だ

にゃ。

❶飯
いいなし

梨川
がわ

河
か

口
こう

❸島
しま

田
た

干
かんたく

拓地
ち

❹伯
はく

太
た

川
がわ

（安
やす

来
ぎ

高
こうこう

校付
ふ

近
きん

）

❺上
うえ

の台
だい

緑
みどり

の村
むら

❷山
やま

佐
さ

ダム

❶

❷

❸❹

❺

島観連許諾第787号

島根県観光キャラクター

「しまねっこ」

0 2km 4km



8 9

はる

なつあき

ふゆ わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
お
う
ち
の
ま
わ
り

ナノハナ

ツクシ

フジ

ムスカリ

タンポポ

アジサイ

アサガオ

ホウヅキ

ススキ

コスモス

キキョウ

ナンテン

ネコヤナギ

アケビ

スイセン フキノトウ

ツバキ

マンリョウフクジュソウ

キク

サツマイモ

カキ

ダリア

ユリ

アザミ

ヒマワリ

サクラ

ウメ

ウグイス

ツバメ

メジロ

ムクドリ

カモ

ハクチョウ
カエル

オタマジャクシ

チョウ

トンボ

セミ

カブトムシ

テントウムシ

ホタル

キリギリス
スズムシ

カマキリ

ハチ

コオロギ

バッタ

たくさん

みつけるぞ！

おうちのまわり

でみつけよう。

みつけ　
てみよう
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十
と

神
か み

さんぽ
わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
十
神

❸

❶

❷

❹

❺

❻

和
わ
鋼
こう
博
はく
物
ぶつ
館
かん

安
やす
来
ぎ
市
し
立
りつ
図
と
書
しょ
館
かん

十
と
神
かみ
山
やま

かめしま

木
き
戸
ど
川
がわ

伯はく
太た
川がわ

吉よし
田だ
川がわ

毘
ひ め
売塚
づか
古
こ
墳
ふん

国
こくどう
道９号

ごう

十
と
神
かみ
小
しょう

中
ちゅう
央
おう
交
こう
流
りゅう
センター

安
やす
来
ぎ
駅
えき

安
やす
来
ぎ
市
し
役
やく
所
しょ

一
いっ
中
ちゅう

とかみメモ

　昭
しょう

和
わ

53年
ねん

安
やす

来
ぎ

小
しょう

学
がっ

校
こう

の二
に

分
ぶん

化
か

により誕
たん

生
じょう

。

　校
こう

区
く

はJR山
さん

陰
いん

線
せん

の北
きた

側
がわ

に位
い

置
ち

し、国
こく

道
どう

９号
ごう

沿
ぞ

いには、安
やす

来
ぎ

市
し

の主
しゅ

要
よう

施
し

設
せつ

が集
しゅう

中
ちゅう

している。

　古
ふる

くは、鋼
はがね

を積
つ

み出
だ

した港
みなと

と

して栄
さか

えた。

❶権
ごん

現
げん

山
さん

今
いま

は権
ごん

現
げん

山
さん

と呼
よ

ばれているが、出
いずものくに

雲国風
ふ

土
ど

記
き

には
「端

は

島
しま

」とあり、千
せん

年
ねん

以
い

上
じょう

前
まえ

は島
しま

であったという。

❷安
やす

来
ぎ

一
いち

里
り

塚
づか

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、山
さん

陰
いん

街
かい

道
どう

の通
つう

行
こう

人
にん

に道
みち

のりを知
し

らせる
ものとして、一

いち

里
り

ごとに並
なみ

木
き

が植
う

えられた。

❸伯
はく

太
た

土
ど

手
て

遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

川
かわ

沿
ぞ

いに10キロにわたる遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

。けしきを眺
なが

めな
がらゆっくり散

さん

歩
ぽ

できる。

❹なぎさ公
こう

園
えん

中
なかうみ

海に面
めん

しており、芝
しば

生
ふ

の広
ひろ

場
ば

やキャンプ場
じょう

もあ
る。釣

つ

りや浜
はま

辺
べ

での遊
あそ

びもできる。

❺「河
かわ

井
い

寛
かん

次
じ

郎
ろう

生
せい

誕
たん

の地
ち

」碑
ひ

明
めい

治
じ

23年
ねん

、この地
ち

に生
う

まれる。陶
とうげい

芸家
か

として名
な

を
なし、昭

しょう

和
わ

12年
ねん

パリ万
ばん

博
ぱく

でグランプリを受
じゅ

賞
しょう

。

❻語
かたり

臣
おみの

猪
い

麻
ま

呂
ろ

の像
ぞう

風
ふ ど き

土記の時
じ

代
だい

、安
やす

来
ぎ

の郷
さと

の長
おさ

であった。娘
むすめ

がおそ
われたワニザメを退

たい

治
じ

したことから月
つき

の輪
わ

神
しん

事
じ

の
起
き

源
げん

となった。

消
しょう
防
ぼう
署
しょ

海
かいがん
岸工
こう
場
じょう

十
と

神
かみ

小
しょう

学
がっ

校
こう
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社
し ゃ

日
に ち

さんぽ
わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
社
日

❸

❶

❹

堤
つつみ

安
やす
来
ぎ
駅
えき

山
さんいん
陰自

じ

動
どう
車
しゃ
道
どう

体
たい
育
いく
館
かん

交
こう
流
りゅう
センター

伯はく
太た
川がわ

木
き ど
戸川

がわ

吉よ
し田だ川が

わ

社
しゃ
日
にち
小
しょう

安
やす
来
ぎ
高
こうこう
校

加
か も
茂神
じん
社
じゃ

運
うんどう
動公
こうえん
園

❹城
じょ

山
やま

安
やす

来
ぎ

の「へそ」といわれ、ウォーキングコースと
して親

した

しまれている。

❺月
つきざか

坂の新
しん

堤
つつみ

記
き

念
ねん

碑
ひ

日
ひ で
照りに備

そな
えて、水

みず
をためている。

❻腰
こし

折
お

れ地
じ

蔵
ぞう

尼
あま

子
こ

時
じ

代
だい

、月
つき

坂
さか

越
ごし

にあったものらしい。当
とう

時
じ

お盆
ぼん

後
ご

の地
じ

蔵
ぞう

祭
まつ

りには、仁
に わ か

輪加などが出
で

てにぎわっていた。

❷社
しゃ

日
にち

碑
ひ

社
しゃ

日
にち

山
やま

の中
ちゅう

腹
ふく

に「社
しゃ

日
にち

」（守
まも

り神
がみ

）がまつってあっ
たことから「社

しゃ

日
にち

」という地
ち

名
めい

になった。

❶安
やす

来
ぎ

小
しょう

学
がっ

校
こう

誕
たん

生
じょう

の地
ち
（乗
じょう

相
そう

院
いん

）

明
めい

治
じ

６年
ねん

、安
やす

来
ぎ

小
しょう

学
がっ

校
こう

が乗
じょう

相
そう

院
いん

を校
こう

舎
しゃ

として開
かい

校
こう

した。

❸糺
ただす

神
じん

社
じゃ

と　

　　新
しん

林
ばやし

古
こ

墳
ふん

学
がっ

校
こう

のうしろには糺
ただす

神
じん

社
じゃ

と
新
しん

林
ばやし

古
こ

墳
ふん

（復
ふく

元
げん

）がある。

しゃにちメモ

　昭
しょう

和
わ

53年
ねん

安
やす

来
ぎ

小
しょう

学
がっ

校
こう

の二
に

分
ぶん

化
か

により誕
たん

生
じょう

。

　校
こう

区
く

はJR山
さん

陰
いん

線
せん

の南
みなみ

側
がわ

に位
い

置
ち

し、旧
きゅう

市
し

街
がい

地
ち

の御
み

幸
ゆき

通
どお

り西
にし

に広
ひろ

がる商
しょう

業
ぎょう

地
ち

域
いき

・伯
はく

太
た

川
がわ

西
にし

側
がわ

の住
じゅう

宅
たく

地
ち

からなる。

　安
やす

来
ぎ

インターチェンジからは

山
さん

陰
いん

自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

につながり、交
こう

通
つう

の要
かなめ

である。

❷
社
しゃ
日
にち
公
こうえん
園

山
やま
手
て
工
こう
場
じょう

社
しゃ

日
にち

小
しょう

学
がっ

校
こう

❺❻

山辺の堤
つつみ



14 15

わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
島
田

❸

❶

❷

❹ ❺❻

島
しま
田
た
小
しょう

調
ちょう
整
せい
池
いけ

堤
つつみ

道
みち
の駅
えき

国
こくどう
道９号

ごう

山
さんいん
陰自
じ
動
どう
車
しゃ
道
どう

交
こう
流
りゅう
センター

島
し ま

田
た

さんぽ

しまたメモ

　島
しま

根
ね

県
けん

の東
とうたん

端に位
い ち

置

し、安
やす

来
ぎ

と米
よな

子
ご

の両
りょう

市
し

街
がい

地
ち

にはさまれた東
とうざい

西８kmの横
よこ

長
なが

の農
のう

村
そん

地
ち

帯
たい

である。

　近
きんねん

年、黒
くろ

井
い

田
だ

地
ち く

区に新
あた

しい団
だん

地
ち

が造
ぞうせい

成され、通
つうがく

学する児
じ

童
どう

が

増
ぞう

加
か

している。

❷旧
きゅう

島
しま

田
た

小
しょう

学
がっ

校
こう

跡
あと

地
ち

の碑
ひ

大
たい

正
しょう

15年
ねん

から昭
しょう

和
わ

59年
ねん

まで島
しま

田
た

小
しょう

学
がっ

校
こう

があった
場
ば

所
しょ

。

❸門
かど

生
う

の六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

六
ろく

地
じ

蔵
ぞう

のひとつに寛
かんえん

延２年
ねん

（1749年
ねん

）の年
ねんごう

号がある。
力
りき

士
し

、碇
いかり

綱
づな

久
きゅう

之
の

助
すけ

の墓
はか

もある。

❶竹
ちくりん

林原
げん

始
し

記
き

念
ねん

碑
ひ

島
しま

田
た

のたけのこ栽
さいばい

培は、1846年
ねん

に安
やすまつ

松市
いちろう

郎兵
べ え

衛
が山

さんりん

林を開
かい

こんし、母
ぼ

竹
ちく

を増
ふ

やしたのが始
はじ

まり。

❹清
きよ

水
みず

街
かい

道
どう

碑
ひ

清
きよ

水
みず

街
かい

道
どう

と山
さん

陰
いん

道
どう

が合
ごう

流
りゅう

するところ
にある石

せき

碑
ひ

。

❻山
やま

桃
もも

の巨
きょ

木
ぼく

支
き

布
ふ

佐
さ

神
じん

社
じゃ

の裏
うらやま

山に自
じ

生
せい

するヤマモモの木
き

。幹
みき

ま
わり９ｍ、推

すいてい

定樹
じゅれい

齢500年
ねん

。

❺支
き

布
ふ

佐
さ

神
じん

社
じゃ
（天
あま

津
つ

神
じん

社
じゃ

）
吉
き さ

佐町
ちょう

の地
ち

名
めい

の由
ゆ

来
らい

になった神
じん

社
じゃ

。祭
さい

神
じん

は
天
あめのほひのみこと

穂日命であり、農
のう

耕
こう

の神
かみ

である。

鉄
てっこう
工センター

島
しま

田
た

小
しょう

学
がっ

校
こう



16 17

わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
宇
賀
荘

❷

❶
❸

❻

❺❹

宇
う
賀
か
荘
しょう
小
しょう

交
こう
流
りゅう
センター

卍
雲
うんじゅ
樹寺
じ

嵩
だけ
神
じん
社
じゃ

清
きよみず
水寺
でら

薬
やく
師
し
堂
どう

堤
つつみ

堤
つつみ

仁
に
王
おう
門
もん

二
に
中
ちゅう

宇
う

賀
か

荘
し ょ う

さんぽ

山
さんいん
陰自

じ
動
どう
車
しゃ
道
どう

伯
は
く

太た
川
が
わ

うかしょうメモ

　多
おお

くの国
くに

指
し

定
てい

の重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

のある清
きよみず

水寺
てら

や

雲
うん

樹
じゅ

寺
じ

がある。

　月
がっさん

山富
と だ

田城
じょう

から島
しま

田
た

門
もん

まで続
つづ

く

江
え ど

戸時
じ

代
だい

参
さんきん

勤交
こうたい

代にも使
つか

われた古
こ

道
どう

が、宇
う

賀
か

荘
しょう

の町
まち

の中
なか

を通
とお

ってい

る。歴
れき

史
し

の道
みち

百
ひゃく

選
せん

にも選
えら

ばれた古
こ

道
どう

で、散
さんさく

策コースとして整
せい

備
び

され

ている。

❺仁
に

王
おう

門
もん
（清
きよ

水
みず

寺
でら

）
578年

ねん

開
かいざん

山。当
とう

時
じ

この山
やま

は一
いってき

滴の水
みず

も出
で

なかったが、
７
な の か

日間
かん

祈
き

願
がん

したところ清
し

水
みず

が湧
わ

き出
だ

し、清
きよみず

水寺
でら

と名
な

付
づ

けられた。

❹三
さん

重
じゅう

の塔
とう
（清
きよ

水
みず

寺
でら

）

❶雲
うん

樹
じゅ

寺
じ
（四

し

脚
きゃく

門
もん

）
1325年

ねん

に創
そうけん

建。南
なん

朝
ちょう

の後
ご

醍
だい

醐
ご

・後
ご

村
むら

上
かみ

天
てん

皇
のう

二
に

代
だい

にわたり深
ふか

い関
かんけい

係をもち、700人
にん

あまりの僧
そう

を擁
よう

していたという。

❻楯
たて

縫
ぬいの

郷
さと

由
ゆ

来
らい

の岩
いわ

布
ふつ ぬ し の み こ と

都努志命がこの地
ち

で高
たかまがはら

天原から持
も

ち降
お

りた石
いし

の
ように、固

かた

い楯
たて

を縫
ぬ

いなおしたとされる。

❸「翔
しょう

農
のう

の郷
さと

」碑
ひ

伯
はく

太
た

川
がわ

の流
なが

れを利
り

用
よう

し、パイプラインで用
よう

排
はいすい

水で
きる、大

だい

規
き ぼ

模な水
すいでん

田の完
かんせい

成記
き

念
ねん

碑
ひ

。

歴
れき

史
し

の道
みち

❷清
きよ

水
みず

分
わ

かれの道
どう

標
ひょう

街
かいどう

道より分
わ

かれて、清
きよみず

水寺
でら

の方
ほう

向
こう

を参
さんぱい

拝者
しゃ

に教
おし

え
る道

どう

標
ひょう

。

宇
う

賀
か

荘
しょう

小
しょう

学
がっ

校
こう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
南

❸

❹

❶❷

❺

❻

南
み な み

さんぽ

南
みなみ
小
しょう

交
こう
流
りゅう
センター

教
きょう
昊
こう
寺
じ
跡
あと

殿
とのがわち
河内堤

つつみ

吉よ
し田だ

川が
わ

みなみメモ

　南
みなみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

は、昭
しょう

和
わ

42年
ねん

に新
あた

しく誕
たん

生
じょう

。

　校
こう

区
く

は、大
おおつか

塚・吉
よし

田
だ

と折
おりさか

坂・

野
の

方
かた

・柿
かきだに

谷。冬
とう

季
き

には、田
でんえん

園地
ち

帯
たい

にコハクチョウが飛
ひ

来
らい

する。

　南
みなみ

に広
ひろ

がる山
さんりん

林には国
こくゆう

有林
りん

も

見
み

られる。
❹ホタルの里

さと

６月
がつ

になるとホタルが乱
らん

舞
ぶ

し、ホタル祭
まつり

も開
かいさい

催される。

❺高
たか

盛
もり

山
やま
（独
どく

松
しょう

山
ざん

）
上
かみ

高
たか

盛
もり

山
やま

、中
なか

高
たか

盛
もり

山
やま

、下
しも

高
たか

盛
もり

山
やま

（独
どく

松
しょう

山
ざん

）がある。
頂
ちょう

上
じょう

からは、中
なかうみ

海や島
しま

根
ね

半
はん

島
とう

、日
に

本
ほん

海
かい

、そして
大
だいせん

山なども見
み

渡
わた

せる。

❻旧
きゅう

吉
よし

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう

跡
あと

明
めい

治
じ

７年
ねん

に開
かいこう

校。昭
しょう

和
わ

42年
ねん

大
おおつか

塚小
しょう

学
がっ

校
こう

と統
とうごう

合し、
南
みなみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

となる。（現
げん

交
こう

流
りゅう

センター）

❶釈
しゃ

迦
か

ヶ
が

嶽
だけ

兄
きょう

弟
だい

碑
ひ

釈
しゃ

迦
か

ヶ
が

嶽
だけ

と稲
いなづま

妻の兄
きょう

弟
だい

は、江
え ど

戸時
じ

代
だい

の大
おお

相
ず も う

撲の力
りき

士
し

。釈
しゃ

迦
か

ヶ
が

嶽
だけ

（大
おおぜき

関）の身
しん

長
ちょう

は230cmもあり力
ちから

も強
つよ

かった。

❷「大
おおもり

森三
さん

医
い し

師生
せいたん

誕の地
ち

」碑
ひ

大
おおもり

森家
け

は代
だいだい

々続
つづ

いた医
い か

家。華
はなおか

岡青
せい

洲
しゅう

の流
なが

れを組
く

む
華
はなおか

岡流
りゅう

医
い

術
じゅつ

を学
まな

び、たくさんの患
かんじゃ

者の治
ち

療
りょう

にあたった。

❸薬
やく

師
し

堂
どう

江
え ど

戸時
じ

代
だい

、疫
えき

病
びょう

がはやり、疫
えき

病
びょう

をしずめるため建
こん

立
りゅう

された。

南
みなみ

小
しょう

学
がっ

校
こう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
能
義

能
の

義
き

さんぽ

のきメモ

　安
やす

来
ぎ

市
し

街
がい

地
ち

の南
みなみ

、飯
いい

梨
なし

川
がわ

、伯
はく

太
た

川
がわ

によって

できた安
やす

来
ぎ

平
へい

野
や

の中
ちゅう

央
おう

に位
い ち

置し

た田
でんえん

園地
ち

帯
たい

である。校
こう

区
く

は８町
ちょう

内
ない

に分
わ

かれている。由
ゆい

緒
しょ

ある能
の

義
き

神
じん

社
じゃ

をはじめ、数
かず

多
おお

くの遺
い

跡
せき

がみられる地
ち

である。

能
の

義
き

小
しょう

学
がっ

校
こう

❹白
はく

鳥
ちょう

ロード（広
こういき

域農
のうめん

免道
どう

路
ろ

）
安
やす

来
ぎ

平
へい

野
や

には、毎
まいとし

年、シベリヤからコハクチョウ
が飛

ひ

来
らい

することから名
な

づけられた。

❺能
の

義
き

神
じん

社
じゃ

出
い ず も

雲大
たいしゃ

社、熊
くま

野
の

大
たいしゃ

社、佐
さ だ

太神
じんじゃ

社とならぶ四
よん

大
だい

神
しん

の
ひとつ。出

いずものくに

雲国風
ふ ど き

土記による「野
の

城
き

社
やしろ

」。明
めい

治
じ

まで、
能
の ぎ

義郡
ぐん

の宗
そうしゃ

社として重
おも

きをなしていた。

❻古
こ

道
どう

横
よこ

の地
じ

蔵
ぞう

さん
地
じ

蔵
ぞう

さん前
まえ

の道
みち

は、広
ひろ

瀬
せ

清
きよみず

水街
かいどう

道が通
とお

っていた。

❶のき白
はく

鳥
ちょう

の里
さと

出
い ず も

雲織
お

りの工
こうぼう

房や、白
はく

鳥
ちょう

観
かん

察
さつ

棟
とう

が配
はい

置
ち

されている。

❷舎
とねりの

人郷
さと

正
しょう

倉
そう

跡
あと

この地
ち

から焼
や

き米
ごめ

が出
しゅつ

土
ど

したことから、
舎
とねりの

人郷
さと

にあった倉
くら

跡
あと

だといわれている。

❸農
のう

魂
こん

の碑
ひ
（元
もと

能
の ぎ

義郡
ぐん

立
りつ

農
のう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

跡
あと

）

明
めい

治
じ

34年
ねん

から大
たい

正
しょう

12年
ねん

まで、郡
ぐん

立
りつ

農
のう

業
ぎょう

学
がっ

校
こう

として
600余

よ

名
めい

におよぶ安
やす

来
ぎ

の農
のう

業
ぎょう

の担
にな

い手
て

を育
いくせい

成した。

❸

❶

❷

❹

情
じょう
報
ほう
科
か
学
がく
高
こうこう
校

のき白
はく
鳥
ちょう
の里
さと

白
はく

鳥
ちょう
ロード

吉
よし

田
だ

川
がわ

能
の き
義小

しょう

独
どく
松
しょう
山
ざん
霊
れいえん
園

意
お た き
多伎神

じんじゃ
社

交
こう
流
りゅう
センター

高
たか
盛
もり
山
やま
（独
どく
松
しょう
山
ざん
）

❻

❺

安
やす
来
ぎ
カントリー

エレベーター
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
飯
梨

❸

❶

❻

❷
❹

❺

飯
い い

梨
な し

さんぽ

交
こう
流
りゅう
センター

飯
いいなし
梨小

しょう

安
やす
来
ぎ
節
ぶし
演
えん
芸
げい
館
かん

足
あ
立
だち
美
び
術
じゅつ
館
かん

〒

夢
ゆめ
ランドしらさぎ

飯い
い梨な
し川が
わ

いいなしメモ

　安
やす

来
ぎ

市
し

の西
せいたん

端に位
い ち

置

し、東
ひがし

には飯
いい

梨
なし

川
がわ

に

よる沖
ちゅう

積
せき

平
へい

野
や

、西
にし

には山
さん

地
ち

があ

り、南
なんぼく

北に長
なが

い地
ち

形
けい

。

　校
こう

区
く

は９町
ちょう

内
ない

に分
わ

かれている。

　純
じゅん

農
のうそん

村地
ち

帯
たい

であり、米
こめ

作
さく

を主
おも

に梨
なし

栽
さいばい

培や施
し

設
せつ

園
えんげい

芸もさかんで

ある。

❶岩
いわ

舟
ふね

古
こ

墳
ふん

国
くに

指
し

定
てい

史
し

跡
せき

。古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

（６世
せい

紀
き

）のもの。

❷二
に

松
しょう

堂
どう

左
ひだり

端
はし

のお地
じ

蔵
ぞう

さまの右
みぎ

手
て

が鶴
つる

に、左
ひだり

手
て

が亀
かめ

になっている
のがユニーク。（出

い ず も

雲国
こく

24番
ばん

地
じ

蔵
ぞう

札
ふだ

の7番
ばん

札
ふだ

所
しょ

）

❹車
くるま

山
やま

奈
な ら

良時
じ

代
だい

に、のろしを上
あ

げたと伝
つた

えられる跡
あと

が山
さん

頂
ちょう

に
残
のこ

っている。標
ひょう

高
こう

207.8ｍ。

❺鷺
さぎ

の湯
ゆ

温
おん

泉
せん

その昔
むかし

、白
しら

鷺
さぎ

がこの地
ち

に舞
ま

い降
お

り、わき出
だ

していた湯
ゆ

で
足
あし

の傷
きず

をいやしたと言
い

い伝
つた

えられる。

❻報
ほうとく

徳会
かい

記
き

念
ねん

碑
ひ

地
じ

元
もと

の人
ひとびと

々が、豊
ゆた

かな生
せいかつ

活をめざして、二
にのみや

宮尊
そん

徳
とく

の精
せいしん

神
を生

い

かし活
かつどう

動したことを記
き

念
ねん

した碑
ひ

。

❸弁
べん

慶
けい

岩
いわ

出
い ず も

雲幸
さいのかみのやしろ

神社の境
けい

内
だい

には、弁
べんけい

慶が子
こ

どもの時
とき

の足
あし

あ
とが岩

いわ

に残
のこ

っていると伝
つた

えられている。

飯
いい

梨
なし

小
しょう

学
がっ

校
こう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
荒
島

❸

❶

❻
❷

❹

国
こくどう
道９号

ごう

荒
あらしま
島小

しょう

荒
あらしま
島駅
えき

三
さん
中
ちゅう

三
み
保
ほ
神
じん
社
じゃ

王
おう
陵
りょう
の丘
おか

なし畑
ばたけ

山
さんいん
陰自
じ
動
どう
車
しゃ
道
どう

❺

荒
あ ら

島
し ま

さんぽ

あらしまメモ

　安
やす

来
ぎ

市
し

の北
ほくせい

西に位
い ち

置

し、北
きた

には中
なかうみ

海、南
なんとう

東

には安
やす

来
ぎ

平
へい

野
や

に接
せっ

している。

　地
ち

域
いき

の歴
れき

史
し

は古
ふる

く、四
よ

隅
すみ

が突
とっ

出
しゅつ

した形
かたち

の仲
ちゅう

仙
せん

寺
じ

墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

、大
おお

成
なる

古
こ

墳
ふん

、造
つくり

山
やま

古
こ

墳
ふん

など山
さんいん

陰でも有
ゆう

数
すう

の大
だい

墳
ふん

墓
ぼ

群
ぐん

が見
み

られる。

❹卜
ぼくら

藏孫
まご

三
ざぶ

郎
ろう

の墓
はか

江
え ど

戸時
じ

代
だい

、奥
おく

出
い ず も

雲横
よこ

田
た

から移
うつ

り住
す

み、新
しん

田
でん

開
かいはつ

発や
海
かいうん

運業
ぎょう

などを行
おこな

った。

❺王
おう

陵
りょう

の丘
おか

公
こう

園
えん
（造
つくり

山
やま

古
こ

墳
ふん

）
古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

前
ぜん

期
き

の中
なか

で一
いちばん

番大
おお

きい方
ほうふん

墳。眺
ちょう

望
ぼう

の広
ひろ

場
ば

では中
なかうみ

海、島
しま

根
ね

半
はんとう

島が見
み

渡
わた

せる。

❻なし木
き

の親
おや

木
ぎ

この近
ちか

くにかつて県
けん

農
のう

事
じ

試
し

験
けん

場
じょう

があった。この木
き

は梨
なし

の台
だい

木
ぎ

として使
つか

われた。

❶廣
ひろ

田
た

亀
かめ

治
じ

の像
ぞう

明
めい

治
じ

の初
はじ

めごろ、いもち病
びょう

に強
つよ

くてたおれにくい
米
こめ

の品
ひんしゅ

種を作
つく

った。

❷荒
あら

島
しま

港
こう

と三
み

保
ほ

神
じん

社
じゃ

荒
あら

島
しま

港
こう

はかつて「荒
あら

島
しま

石
いし

」の積
つみだし

出港
こう

として栄
さか

えてい
た。三

み

保
ほ

神
じん

社
じゃ

は海
かい

上
じょう

の守
しゅ

護
ご

神
しん

としてまつられている。

❸仲
ちゅう

仙
せん

寺
じ

墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

前
まえ

の墳
ふん

墓
ぼ

。四
よ

隅
すみ

が突
とっ

出
しゅつ

した独
どく

特
とく

の形
かたち

で全
ぜん

国
こく

的
てき

に有
ゆうめい

名である。

交
こう
流
りゅう
センター

〒

荒
あら

島
しま

小
しょう

学
がっ

校
こう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
赤
江

❶

❹

し尿
にょう
処
しょ
理
り
場
じょう

交
こう
流
りゅう
センター

安
やす
来
ぎ
警
けいさつ
察署
しょ

飯
い
い
な
し
が
わ

梨
川

山
さんいん
陰自
じ
動
どう
車
しゃ
道
どう

❺

❻

赤
あ か

江
え

さんぽ

あかえメモ

　東
とうざい

西２km、南
なんぼく

北６

km、中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

に飯
いいなし

梨

川
がわ

が縦
じゅう

貫
かん

して広
こうだい

大な沖
ちゅう

積
せき

平
へい

野
や

を

形
けいせい

成している。

　農
のう

業
ぎょう

の盛
さか

んな地
ち

域
いき

であり、米
こめ

はもとよりイチゴ、なし、ぶど

う、柿
かき

、メロン、野
や

菜
さい

等
とう

の生
せいさん

産

が見
み

られる。

❹飯
いいなし

梨川
がわ

親
しんすい

水ひろば
赤
あか

江
え

小
しょう

学
がっ

校
こう

付
ふ

近
きん

の河
か

川
せん

敷
じき

はNPO法
ほうじん

人によって管
かん

理
り

してあ
り、身

み

近
ぢか

に川
かわ

に親
した

しむイベントもある。

❺武
ぶ り

嶺山
やま

神
かみ

が宿
やど

る神
しん

座
ざ

となっており、赤
あか

江
え

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の鎮
ちん

守
じゅ

の森
もり

とし
て自

し

然
ぜん

林
りん

が守
まも

られてきた。

❻広
ひろ

江
え

八
や え

重桜
ざくら

の句
く

碑
ひ

河
かわ

東
ひがし

碧
へき

梧
ご

桐
とう

門
もん

下
か

の俳
はいじん

人広
ひろ

江
え

八
や え

重桜
ざくら

（直
なお

治
じ

）さんの句
く

碑
ひ

。
「天

あま

の川
がわ

 穂
ほ

立
だて

の匂
にお

い 空
そら

に満
み

つ」とある。

❶なかうみ農
のうそん

村公
こうえん

園（風
ふう

力
りょく

発
はつでん

電）

一
いっぱん

般家
か

庭
てい

300～ 400世
せ

帯
たい

分
ぶん

発
はつでん

電する力
ちから

をもっている。

❷赤
あか

江
え

のビニールハウス群
ぐん

県
けんない

内有
ゆうすう

数のイチゴの産
さん

地
ち

として出
しゅっ

荷
か

量
りょう

１位
い

。

❸山
やまさき

崎豊
とよさだ

定記
き

念
ねん

碑
ひ

大
たい

正
しょう

から昭
しょう

和
わ

にかけて、困
こん

きゅうした農
のうみん

民を憂
うれ

い、
農
のう

民
みん

組
くみあい

合を組
そ

織
しき

して農
のうみん

民の生
せいかつ

活を改
かいぜん

善しようとした。

国
こくどう
道９号

ごう

赤
あか
江
え
小
しょう

〒

赤
あか

江
え

小
しょう

学
がっ

校
こう

❷

❸
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
広
瀬

❸
❶

❷

❹

広
ひろ
瀬
せ
小
しょう

歴
れき
史
し
資
し
料
りょう
館
かん

交
こう
流
りゅう
センター 交

こう
流
りゅう
センター

役
やく
場
ば

専
せんもん
門学
がっこう
校

飯
いいな

し

梨川
がわ

富
と だ
田山
さんそう
荘

発
はつでん
電所
しょ

国
こく
どう

道4
32
号ご
う

国
こくどう道432号

ごう

山
やま
佐
さ
川
がわ

ゲート
ボール場

じょう

カジカガエルの里
さと

月
がっさん
山

❺ ❻

❼

広
ひ ろ

瀬
せ

さんぽ

ひろせメモ

　安
やす

来
ぎ

市
し

の南
なんせい

西に位
い ち

置

し、山
さん

地
ち

が84％を占
し

める中
ちゅう

山
さんかん

間地
ち

域
いき

である。

　古
ふる

くから尼
あま

子
こ

、吉
きっ

川
かわ

、堀
ほり

尾
お

、

松
まつ

平
だいら

氏
し

の城
じょう

下
か

町
まち

として栄
さか

え、焼
や

き物
もの

、絣
かすり

、あい染
ぞ

めなど伝
でんとう

統工
こう

芸
げい

も脈
みゃくみゃく

々と続
つづ

いている。

♨
♨

❹川
かわ

中
なか

島
じま

一
いっ

騎
き

打
う

ちの跡
あと

山
やま

中
なか

鹿
しかの

介
すけ

と品
しな

川
がわ

大
だい

膳
ぜん

が一
いっ

騎
き

打
う

ちをし、鹿
しかの

介
すけ

が勝
か

っ
た所
ところ

。当
とう

時
じ

は、富
と だ

田川
がわ

の中
なか

州
す

であった。

❺広
ひろ

瀬
せ

藩
はん

邸
てい

跡
あと

広
ひろ

瀬
せ

藩
はん

（３万
まんごく

石）は1666年
ねん

～ 1871年
ねん

までこの
地
ち

で藩
はんせい

政を行
おこな

った。

❻井
いの

上
うえ

赳
たけし

顕
けん

彰
しょう

碑
ひ

小
しょう

学
がっ

校
こう

国
こく

語
ご

読
どくほん

本（さくら読
どくほん

本）を編
へんさん

纂した井
いの

上
うえ

赳
たけし

の顕
けん

彰
しょう

碑
ひ

。

❸三
み

日
か

月
づき

公
こう

園
えん

月
がっさん

山を望
のぞ

む住
じゅう

民
みん

の憩
いこ

いの場
ば

。

❶道
みち

の駅
えき

「広
ひろ

瀬
せ

・富
と だ

田城
じょう

」
道
みち

の駅
えき

内
ない

には、広
ひろ

瀬
せ

絣
かすり

センターがあり、広
ひろ

瀬
せ

絣
かすり

の
伝
でんしゅう

習を行
おこな

っている。

❷太
たい

鼓
この

檀
だん

尼
あま

子
こ

時
じ

代
だい

、時
じ

間
かん

を知
し

らせたことから、この名
な

前
まえ

が
ついたといわれている。

月
がっさん
山

広
ひろ
瀬
せ
中
ちゅう

❼旧
きゅう

宇
う

波
なみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

明
めい

治
じ

７年
ねん

に開
かいこう

校され、平
へいせい

成16年
ねん

に広
ひろ

瀬
せ

小
しょう

学
がっ

校
こう

に
統
とうごう

合された。（現宇波交流センター）

し　　　がい　　　ず

消
しょう
防
ぼう
署
しょ
広
ひろ
瀬
せ
分
ぶん
署
しょ

広
ひろ

瀬
せ

小
しょう

学
がっ

校
こう

広
ひろ
瀬
せ
中
ちゅう
央
おう
交
こう
流
りゅう
センター
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
比
田

❶
❸

❷

❺

三
さん
郡
ぐん
山
さん

金
かな
屋
や
子
ご
神
じんじゃ
社

金
かな
屋
や
子
ご
神
しん
話
わ
民
みんぞく
俗館
かん

国
こくどう
道432号

ごう

飯
いい
なし

梨川
がわ

比ひ
だ田
川がわ

坊
ぼうとこ
床山
やま

（開
かいたく
拓地
ち
跡
あと
）

比
ひ だ
田小

しょう

比
ひ だ
田交

こう
流
りゅう
センター

比
ひ だ
田愛
あいいく
育園
えん

JA比
ひ だ
田支
し
所
しょ

❻ ❼

比
ひ

田
だ

さんぽ

ひだメモ

　安
やす

来
ぎ

市
し

の南
なんたん

端に位
い ち

置

し 、 東
ひがし

比
ひ だ

田 は 海
かいばつ

抜

370mの山
さんかん

間地
ち

域
いき

、西
にし

比
ひ だ

田は海
かいばつ

抜

300ｍの高
こうげん

原性
せい

盆
ぼん

地
ち

にある。

　東
ひがし

比
ひ だ

田には縄
なわ

久
く り

利神
じんじゃ

社、西
にし

比
ひ だ

田には金
かな

屋
や

子
ご

神
じんじゃ

社がある。

　産
さん

業
ぎょう

は米
こめづく

作り、和
わ

牛
ぎゅう

飼
し

育
いく

など

の農
のう

業
ぎょう

、林
りん

業
ぎょう

が中
ちゅう

心
しん

である。

❶金
かな

屋
や

子
ご

神
じんじゃ

社大
おお

鳥
とり

居
い

自
し

然
ぜん

石
せき

でできた大
おお

鳥
とり

居
い

。高
たか

さ7.3ｍ。

❹磐
いわ

船
ふね

神
じん

社
じゃ

20ｍ四
し

方
ほう

の巨
きょせき

石にまつられた神
じん

社
じゃ

。祭
さいじん

神はスサノ
ヲノ命

みこと

。

❸比
ひ だ

田いきいき加
か

工
こう

部
ぶ
（旧
きゅう

西
にし

比
ひ だ

田小
しょう

）

地
ち

域
いき

の特
とくさん

産物
ぶつ

を加
か

工
こう

販
はんばい

売して、高
こうれい

齢者
しゃ

がいきいき
と働
はたら

く場
ば

となっている。

❷金
かな

屋
や

子
ご

神
じんじゃ

社
全
ぜんこく

国にある「金
かな

屋
や

子
ご

神
じんじゃ

社」の総
そうほんざん

本山。現
げんざい

在も製
せいてつ

鉄・
冶
や

金
きん

関
かんけい

係者
しゃ

らが多
おお

く参
さんぱい

拝している。

❼縄
なわ

久
く

利
り

神
じん

社
じゃ

牛
ぎゅう

馬
ば

の神
かみさま

様がまつられ、県
けん

内
ないがい

外から多
た

数
すう

参
さん

拝
ぱい

している。

❻旧
きゅう

東
ひがし

比
ひ だ

田小
しょう

学
がっ

校
こう

平
へいせい

成16年
ねん

に比
ひ だ

田小
しょう

学
がっ

校
こう

に統
とうごう

合された。
（現

げん

東
ひがし

比
ひ だ

田交
こう

流
りゅう

センター）

❺湯
ゆ

田
だ

山
さん

荘
そう

けがや皮
ひ

膚
ふ

病
びょう

に効
こう

果
か

があるといわれる温
おｎ

泉
せん

で、広
ひろ

く知
し

られている。

安
やす
来
ぎ
消
しょう
防
ぼう
署
しょ
比
ひ だ
田分
ぶん
駐
ちゅう
所
しょ

❹

比
ひ

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
山
佐

❸

❶❷
天
てん
馬
ば
山
やま

山や
ま佐さ川が

わ

山
やま
佐
さ
小
しょう

山
やま
佐
さ
ダムキャンプ場

じょう

旧
きゅう
奥
おく
田
た
原
わら
小
しょう
学
がっ
校
こう

三
さん
郡
ぐん
山
さん

❹

❺
❻

山
や ま

佐
さ

さんぽ

やまさメモ

　広
ひろ

瀬
せ

の中
ちゅう

心
しん

街
がい

から南
なん

西
せい

に10km離
はな

れた飯
いい

梨
なし

川
がわ

沿
ぞ

いにある。

　校
こう

区
く

は、上
かみ

山
やま

佐
さ

地
ち く

区と奥
おく

田
た

原
わら

地
ち く

区。

　農
のう

林
りん

業
ぎょう

がさかんである。近
きん

年
ねん

は兼
けん

業
ぎょう

農
のう

家
か

も増
ふ

えている。

❹嫁
よめ

こい観
かん

音
のん

・婿
むこ

こい地
じ

蔵
ぞう

奥
おく

田
た

原
わら

に嫁
よめ

や婿
むこ

が来
き

てくれるようにとの願
がん

をかけ
て建

こん

立
りゅう

した。

❺旧
きゅう

奥
おく

田
た

原
わら

小
しょう

学
がっ

校
こう

明
めい

治
じ

７年
ねん

に開
かいこう

校し、平
へいせい

成16年
ねん

に上
かみ

山
やま

佐
さ

小
しょう

学
がっ

校
こう

と
統
とうごう

合された。

❻廣
ひろ

国
くに

神
じん

社
じゃ

もとは蔵
ざ

王
おう

権
ごん

現
げん

といって奥
おく

田
た

原
わら

の産
うぶすなのかみ

土神であった。
毎
まいとし

年お祭
まつ

りには、奉
ほう

納
のう

相
ず も う

撲が行
おこな

われている。

❶天
てん

馬
ば

山
やま

平
へいあん

安時
じ

代
だい

頃
ごろ

より、豪
ごうぞく

族の大
おお

きな屋
や

敷
しき

があった。尼
あま

子
こ

時
じ

代
だい

には、防
ぼうぎょ

御拠
きょてん

点として地
ち

の利
り

も得
え

ていた。

❷高
たか

木
ぎ

薬
やく

師
し

さん
むかし、お薬

やく

師
し

様
さま

が洪
こうずい

水時
じ

に、この地
ち

にとどまら
れたという伝

でんせつ

説がある。

❸山
やま

佐
さ

ダム（山
やま

美
び

湖
こ

）
昭
しょう

和
わ

55年
ねん

に完
かんせい

成。総
そう

貯
ちょすい

水量
りょう

505万
まん

㎥。洪
こう

水
ずい

調
ちょう

整
せい

、水
すい

道
どう

用
よう

水
すい

を目
もくてき

的として造
つく

られた多
た

目
もくてき

的ダム。

交
こう
流
りゅう
センター

交
こう
流
りゅう
センター

〒

山
やま

佐
さ

小
しょう

学
がっ

校
こう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
布
部

❸

❶❷
樋
ひのさこ
廻タタラ跡

あと

加
か
納
のう
美
び
術
じゅつ
館
かん

交
こう
流
りゅう
センター

白
しろ
椿
つばき
公
こうえん
園

布
ふ べ
部小

しょう

発
はつでん
電所
しょ

国
こくどう
道432号

ごう

飯
いいなし
梨川
がわ

❹

❺ ❻

布
ふ

部
べ

さんぽ

ふべメモ

　広
ひろ

瀬
せ

の中
ちゅう

心
しん

街
がい

から南
みなみ

へ10～20kmに位
い ち

置す

る。

　校
こう

区
く

は、布
ふ べ

部地
ち く

区、西
にしだに

谷地
ち く

区。

　ハッチョウトンボ、オオサン

ショウウオなどが生
せいそく

息し、清
せい

涼
りょう

な自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

にある。

❹要
よう

害
がい

山
さん

標
ひょう

高
こう

180ｍ。毛
もう

利
り

との戦
たたか

いの時
とき

、尼
あま

子
こ

の武
ぶ

将
しょう

・
森
もりわき

脇氏
し

が陣
じん

取
ど

った山
やま

城
しろ

の一つ。

❺オオサンショウウオ繁
はん

殖
しょく

地
ち

餌
えさ

となるサワガニ、カワニナ、カエル類
るい

も多
おお

く、
オオサンショウウオの繁

はん

殖
しょく

に適
てき

している。

❻旧
きゅう

西
にしだに

谷小
しょう

学
がっ

校
こう

明
めい

治
じ

８年
ねん

に開
かいこう

校され、平
へいせい

成16年
ねん

に布
ふ べ

部小
しょう

学
がっ

校
こう

と
統
とうごう

合された。（現交流センター）

❶島
しま

根
ね

県
けん

飯
いいなし

梨川
がわ

発
はつでん

電所
しょ

布
ふ べ

部ダムの水
みず

を引
ひ

いてきて発
はつでん

電している。発
はつでん

電量
りょう

は3000kw。

❷清
し

水
みず

場
ば

山
やまなか

中鹿
しかの

介
すけ

が、富
と だ

田城
じょう

をうばうために布
ふ

陣
じん

した本
ほんじん

陣
跡
あと

が水
すいげん

源。かんばつにも枯
か

れることがないと言
い

わ
れている。

❸布
ふ

部
べ

ダム（白
しろ

椿
つばき

湖
こ

）
昭
しょう

和
わ

42年
ねん

に完
かんせい

成。総
そう

貯
ちょすい

水量
りょう

710万
まｎ

㎥。洪
こうずい

水調
ちょう

整
せい

、
水
すいどう

道用
ようすい

水、発
はつでん

電を目
もくてき

的として造
つく

られた多
た

目
もくてき

的ダム。

〒

布
ふ

部
べ

小
しょう

学
がっ

校
こう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
安
田

❸

❶

❷

バイパス母
も り
里

大
おおつか
塚

交
こう
流
りゅう
センター

安
やす 田
だ 川
がわ

❹

❺

❻

安
や す

田
だ

さんぽ

やすだメモ

　島
しま

根
ね

県
けん

の最
さい

東
とうたん

端に位
い

置
ち

し、山
さんりん

林が80％を

しめる緑
みどり

豊
ゆた

かな地
ち

である。

　かつては農
のう

業
ぎょう

中
ちゅう

心
しん

の地
ち く

区であっ

たが、近
きんねん

年の住
じゅう

宅
たく

地
ち

造
ぞうせい

成にともな

い、住
じゅう

民
みん

が増
ふ

え、そこから通
つうがく

学す

る児
じ

童
どう

が増
ふ

えてきている。

❺北
きただに

谷のイルミネーション
年
ねんまつ

末になると、地
ち く

区の人
ひと

たちが、力
ちから

を合
あ

わせてつ
くるイルミネーションが輝

かがや

く。

❻伯
はく

寿
じゅ

の郷
さと

近くに「コスモス苑
えん

」「いきいきの郷
さと

はくた」「安
やす

来
ぎ

市
し

医
い し

師会
かい

病
びょう

院
いん

」がある。

❹伯
はく

太
た

町
ちょう

茶
ちゃ

農
のう

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組
くみあい

合
伯
はく

太
た

茶
ちゃ

は、生
せいさん

産量
りょう

・栽
さいばい

培面
めんせき

積とも島
しま

根
ね

県
けん

一
いち

を誇
ほこ

る。
深
ふか

い甘
あま

みとほのかな苦
にが

み、まろやかな喉
のど

越
ご

しが特
とく

徴
ちょう

。

❷長
ちょう

台
だい

寺
じ

1300年
ねん

まえに建
た

てられた。要
ようがいさん

害山にはここから登
のぼ

る。

❸伯
はく

太
た

町
ちょう

未
ほ の か

明
隠
お き

岐に流
なが

される後
ご

醍
だい

醐
ご

天
てん

皇
のう

が、安
やす

田
だ

の関
せき

を通
つう

過
か

し、この地
ち

で夜
よ

明
あ

けを迎
むか

えられ、「ほのか
に明

あ

けたり」と言
い

われたことから、この地
ち

を
「未

ほ の か

明」という。

❶安
やす

田
だ

要
よう

害
がい

山
さん

戦
せん

国
ごく

時
じ だ い

代に城
しろ

があったところ。中
なかうみ

海周
しゅう

辺
へん

のながめ
がばつぐんである。

〒

安
やす
田
だ
小
しょう

安
やす

田
だ

小
しょう

学
がっ

校
こう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
母
里

❸

❶❷

旧
きゅう
母
も り
里藩
はん
邸
てい
跡
あと

交
こう
流
りゅう
センター

はくた文
ぶん
化
か
学
がく
習
しゅう
館
かん

伯
はく
太
た
中
ちゅう

市
し
役
やくしょ
所伯
はく
太
た
庁
ちょう
舎
しゃ

わかさ会
かいかん
館消

しょう
防
ぼう
署
しょ
伯
はく
太
た
分
ぶん
署
しょ

伯はく
太た
川がわ

茶
ちゃ
タロー

❹
❺

母
も

里
り

さんぽ

もりメモ

　安
やす

来
ぎ

市
し

街
がい

地
ち

から南
みなみ

へおよそ10kmに位
い ち

置

し、古
ふる

くは母
も り

里藩
はん

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

とし

て栄
さか

えていた。

　産
さん

業
ぎょう

は米
こめづく

作りを中
ちゅう

心
しん

に、茶
ちゃ

栽
さい

培
ばい

、チューリップ栽
さい

培
ばい

などがさ

かんである。

❹母
も り

里小
しょう

学
がっ

校
こう

誕
たん

生
じょう

の地
ち
（光
こう

現
げん

寺
じ

）

母
も り

里小
しょう

学
がっ

校
こう

は、明
めい

治
じ

７年
ねん

、光
こう

現
げん

寺
じ

を校
こうしゃ

舎として
開
かいこう

校した。

❻時
とき

の櫓
やぐら

文
ぶん

化
か

10年
ねん

の母
も り

里大
たい

火
か

がありその復
ふっこう

興と火
か

難
なん

防
ぼう

止
し

を
願
ねが

って、戦
せん

時
じ

中
ちゅう

まであった時
とき

の鐘
かね

を再
さいげん

現して新
あた

し
く建

こん

立
りゅう

された。

❺旧
きゅう

奥
おく

野
の

邸
てい

明
めい

治
じ

５年
ねん

に建
た

てられた母
も り

里を代
だい

表
ひょう

する町
まち

家
や

。国
くに

登
とうろく

録有
ゆうけい

形文
ぶん

化
か

財
ざい

になっている。

❶母
も り

里焼
やき

のぼり窯
がま

江
え ど

戸時
じ

代
だい

に母
も り

里藩
はん

の産
さん

業
ぎょう

・文
ぶん

化
か

事
じ

業
ぎょう

としてはじめ
られた。

❷風
ふうしゃ

車（上
じょう

水
すいどう

道施
し

設
せつ

）
母
も り

里の町
まち

のシンボル。毎
まいとし

年春
はる

にチューリップ祭
まつ

り
が行
おこな

われ、たくさんの人
ひと

でにぎわっている。

❸青
あおがき

垣大
だい

明
みょう

神
じん

母
も り

里の地
ち

名
めい

の発
はっしょう

祥の地
ち

。母
も り

里小
しょう

学
がっ

校
こう

の校
こう

歌
か

の１番
ばん

にも歌
うた

われている。

❻

〒

母
も

里
り

小
しょう

学
がっ

校
こう

文 伯
はく
太
た
小
しょう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
井
尻

❸

❶
伯
はく太
た
川
がわ

比
ひ ば
婆山
やま

❹

❺
❻

井
い

尻
じ り

さんぽ

いじりメモ

　安
やす

来
ぎ

市
し

の南
なん

部
ぶ

に位
い ち

置

し、南
なんぼく

北に伯
はく

太
た

川
がわ

が流
なが

れている。

　校
こう

区
く

は、井
い

尻
じり

、須
す

山
やま

福
ふくとめ

富、高
たか

江
え

寸
すん

次
じ

、日
ひ

次
なみ

、横
よこ

屋
や

、峠
たわ

之
の

内
うち

か

らなる。

　豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれ、神
しん

話
わ

にゆ

かりのある比
ひ ば

婆山
やま

が有
ゆうめい

名である。

❺玄
げん

武
ぶ

岩
がん

柱
ちゅう

状
じょう

節
せつ

理
り

130万
まん

年
ねん

前
まえ

、溶
ようがん

岩が柱
ちゅう

状
じょう

に固
かた

まったもの。日
に

本
ほん

で
もめずらしい規

き ぼ

模である。

❻比
ひ ば

婆山
やま

と陰
いん

陽
よう

竹
ちく

イザナミノミコトが葬
ほうむ

られたと言
い

われている山
やま

。竹
たけ

の幹
みき

に笹
ささ

の葉
は

がつく珍
めず

しい陰
いん

陽
よう

竹
ちく

が分
ぶん

布
ぷ

している。

❹伯
はく

太
た

スタジアム
丘
おか

の上
うえ

にある運
うんどう

動公
こうえん

園。野
や

球
きゅう

場
じょう

として利
り

用
よう

が多
おお

い。

❸親
しんすい

水広
ひろ

場
ば

「水
みず

辺
べ

の楽
がっこう

校」
親
しんすい

水公
こうえん

園として整
せい

備
び

され、川
かわぞこ

底をのぞける水
すい

中
ちゅう

観
かんさつ

察所
しょ

も設
せ っ ち

置してある。

❶カキノキダマシの老
ろう

大
たいぼく

木
志
し ほ み

保美神
じんじゃ

社の境
けいだい

内に、カキノキダマシの老
ろう

大
たいぼく

木がある。

❷「伊
だ て

達源
げん

一
いち

郎
ろう

誕
たん

生
じょう

の地
ち

」碑
ひ

明
めい

治
じ

７年
ねん

に旧
きゅう

井
い

尻
じり

村
むら

で生
う

まれ、政
せい

治
じ

家
か

、ジャーナ
リストとして敗

はいせん

戦後
ご

の日
に

本
ほん

の復
ふっこう

興に貢
こうけん

献した。

交
こう
流
りゅう
センター

❷

井
い
尻
じり
小
しょう

井
い

尻
じり

小
しょう

学
がっ

校
こう
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わ
く
わ
く
さ
ん
ぽ
　
赤
屋

❸

❶

❷

交
こう
流
りゅう
センター

❹

❺
❻

赤
あ か

屋
や

さんぽ

あかやメモ

　島
しま

根
ね

県
けん

の最
さい

南
なんとう

東に

位
い ち

置し、南
なんとう

東は鳥
とっ

取
とり

県
けん

に接
せっ

した山
さんかん

間地
ち

域
いき

。

　校
こう

区
く

は赤
あか

屋
や

、草
くさ

野
の

、十
じゅう

年
ねん

畑
ばた

、

小
お

竹
だけ

地
ち く

区からなる。

　豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

に囲
かこ

まれた地
ち

域
いき

で

あり、谷
たに

にそった平
へい

地
ち

を利
り

用
よう

し

て水
すいでん

田も開
ひら

けている。

❹鷹
たか

入
い

りの滝
たき

鷹
たか

入
いり

山
やま

（706ｍ）の中
ちゅう

腹
ふく

にある三
さん

段
だん

の滝
たき

。一
いち

の滝
たき

の高
たか

さは10ｍ、滝
たきつぼ

壺の前
まえ

には伝
でんせつ

説の女
め が み

神をまつる
祠
ほこら

がある。

❻旧
きゅう

十
じゅう

年
ねん

畑
ばた

小
しょう

学
がっ

校
こう

旧
きゅう

十
じゅう

年
ねん

畑
ばた

小
しょう

学
がっ

校
こう

校
こう

舎
しゃ

は昭
しょう

和
わ

４年
ねん

に建
た

てられ、赤
あか

屋
や

小
しょう

学
がっ

校
こう

の新
しん

校
こう

舎
しゃ

が完
かんせい

成した昭
しょう

和
わ

47年
ねん

まで使
し

用
よう

され
ていた。

❺赤
あか

屋
や

城
じょうざん

山公
こうえん

園
「尼

あま

子
こ

十
じゅっ

砦
さい

」の一
ひと

つ。下
しも

十
じゅう

年
ねん

畑
ばた

の高
たか

尾
お

城
じょう

の見
み

張
はり

所
じょ

として、防
ぼうえい

衛上
じょう

の重
じゅう

要
よう

な地
ち

点
てん

であった。

❶上
うえ

の台
だい

緑
みどり

の村
むら

標
ひょう

高
こう

330ｍに位
い ち

置し、東
ひがし

に大
だいせん

山、北
きた

に中
なかうみ

海を望
のぞ

み、
島
しま

根
ね

半
はんとう

島を一
いちぼう

望できるキャンプ施
し

設
せつ

などがある。

❷稚
ち

児
ご

岩
いわ

長
なが

江
え

山
やま

の尾
お ね

根には、稚
ち

児
ご

岩
いわ

という高
たか

さ20m、幅
はば

5mの切
き

り立
た

った岩
いわ

がある。

❸旧
きゅう

小
お

竹
だけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

旧
きゅう

小
お

竹
だけ

小
しょう

学
がっ

校
こう

舎
しゃ

は明
めい

治
じ

７年
ねん

に建
た

てられ、赤
あか

屋
や

小
しょう

学
がっ

校
こう

の新
しん

校
こう

舎
しゃ

が完
かんせい

成した昭
しょう

和
わ

46年
ねん

まで使
し

用
よう

されていた。

〒
赤
あか
屋
や
小
しょう

赤
あか

屋
や

小
しょう

学
がっ

校
こう


